
（別紙３）

～ R8年　2月27日

（対象者数） 25名 （回答者数） 24名

～ R8年　1月30日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

支援者の専門背の向上を図ります。

・定期的なケース会議を行い、より適切な支援方法の検討を行う。

・職員研修を通して発達特性への理解を深め、支援の質向上を図る。

2

左記の内容を継続的に取り組みます。

また、Instagram等で活動内容を発信し、保護者への情報提

供の充実を図ります。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

電話やオンライン等を活用し、連携の機会を増やせるよう努めます。

2

現在取り組める事として以下の内容から取り組みます。

・活動グループを分けるなど、空間の使い方を工夫する。

・物品の整理や配置の変更・パーテーションなどを活用し、落ち着ける空間

を確保する。

3

「見る」「聞く」「触れる」「感じる」「伝える」「行動す

る」経験を重ね、心身ともに健やかに育める関りと、子ども達

が持つ感覚・強みを伸ばせる活動を提供しています。

個々のニーズを尊重しながら、皆で多様な経験を重ねています。

・個別支援計画に基づき、児童の特性や発達段階に応じた支援。

・日々の支援記録を職員間で共有し、支援方法の統一を図る。

・児童が安心して過ごせるよう、声掛けや環境設定に配慮。

保護者との連携が取りやすい体制を整ています。 定期面談以外のも以下の通り様子の共有を図っています。

・送迎時や電話やLINE等を通じて日々の様子を丁寧に伝えるよう努

める。

・必要に応じて面談を実施し、家庭での様子や困りごとの共有と解決

策を検討し実行。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

関係機関との連携が十分とは言えないと感じています。 人員的・時間的問題により、学校や関係機関との日程調整が難しく、情報共

有の機会が限られてしまう場合があります。

活動スペースや環境面の整備が十分とは言えない場合があります。 ・利用児童の増加により、以下の要因があげられます。

・活動内容によってはスペースが狭く感じられることがあります。

・落ち着いて過ごすための静かなスペースの確保が難しい場合がある。

R8年　1月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　3月13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 きらきらはうす

○保護者評価実施期間
R8年　1月10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


